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どんど焼きのながれ

山の神とは

　年が明けた７日、山の神に
参加者が集まりシメナワを基
壇から下ろし火をつけ、どん
ど焼きがはじまります。どん
ど火はケガレを清めるものと
されていますが、東の山の神
ではどんど火を藁の束にうつ
し、山の神を清めます。

　どんど焼きでは一年の健康を
祈願し、どんど火で餅を焼き食
べることがありますが、中海で
も餅を焼きます。東の山の神で
はどんど火が落ち着いたら餅を
置き、シメナワを少しずつ足し
ながら時間をかけて焼いていき
ます。餅が焼けると少しちぎり
山の神に供えます。

　東とは異なり西の山の神ではどんど焼きをはじめる前にシメナ
ワの周りに餅を並べてから火をつけます。横に並べるのは西では
餅は焼くのではなく火と煙で炙るのみで、それを家に持ち帰りあ
らためて焼いて食べるからです。これは餅を焼くことよりもどん
ど火にあてることが重要であることを意味しています。そのため
餅を食べられる状態になるまで焼く必要がなく、山の神に集めら
れたシメナワを一気に燃やすため東よりも早くに終わります。

　明和町の山の神は集落の入口となる道の傍らに碑が祀られて
います。一つの集落に二ヶ所以上祀られているのが主ですが、
道路工事や集落の変化に伴いお寺や神社にまとめられている所
も多くなっています。山の神は集落の入口に祀られていること
から集落に結界をはり、厄などが集落に入らないようにしてい
ると考えられています。山の神のスタイルは様々で、基壇に祀
られているものや地面へ直に祀られているもの、石碑ではなく
木を山の神としている集落もあります。山の神とその信仰は明
和町に残る大切な文化遺産の一つです。
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